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	(1)計算モデル
	T21, T22

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・離散化波数法

・ソフト・作成者名、作成年：不明（過去に京大防災研の入倉研究室から入手したと考える）

	(3)参考文献
	・Bouchon， M.，A simple method to calculate Green’s functions for elastic layered media， Bull. Seism. Soc. Am.，71，959-971，1981.

	(4)有効振動数と

時間刻み
	・T21, T22：0～50 Hz，計算した時間刻み：0.01秒


	(5)平行成層地盤のモデル化
	・Kennett, B. L. N. and N. J. Kerry, Seismic waves in stratified half space, Geophys. JR. astr. Soc. 57. 557-583, 1979.

	(6)波数積分法
	・なし

	(7)点震源のモデル化（ステップ１の場合）
	・ダブルカップル震源はAki and RichardのBOX4.4
・(1)’の滑り関数の連続関数を使用

	(8)面震源のモデル化（ステップ２の場合）
	・ 小断層としてL=W=250mで設定（●面震源の離散化を参照）
· T21(8km×4km)の小断層の分割はN_strike=32, N_dip=16

· T22(6km×6km)の小断層の分割はN_strike=24, N_dip=24

· 設定した小断層(250m×250m)に1mのすべりを与える地震モーメントは0.2E+16Nm。
· T21のトータル地震モーメント：1.04E+18Nm(Mw=5.9)

· T22のトータル地震モーメント：1.17E+18Nm(Mw=6.0)

· 小断層の中心に点震源(Mo=0.2E+16Nm)を仮定し，破壊伝播(3000m/s)の時間遅れを考慮した波形の重ね合わせを行う。

	(9)減衰の導入法
	・Q=9999で計算。

	(10)提出波形に施した波形処理
	・処理はしていない。

	(11)その他
	・


●面震源の離散化について

設定した断層面を小断層に分割し，その小断層の中心に点震源を仮定した場合，その点震源におけるモーメント速度関数(Moment rate function)を考える。今，①小断層内でのすべり速度関数が同じで，②小断層内での破壊伝播が一様であると仮定すると，「モーメント速度関数」は「すべり速度関数」と「小断層での破壊伝播効果」のコンボリューションで表現できる。

Sekiguchi and Iwata(2000)より，小断層の長さをL，幅をW，また，水平方向および鉛直方向における破壊伝播の見かけ速度をVr1, Vr2とすると，周波数領域での小断層での破壊伝播の効果は，

（小断層での破壊伝播の効果）= LW・sinXs/Xs・sinYs/Ys　　　

 　　(Xs=ωL/(2Vr1), Ys=ωW/(2Vr2)，ωは角周波数)

となり，水平方向および鉛直方向の見かけの破壊伝播時間をもつボックスカー関数の積で表現される。今回のモデルT21, T22で与えられた破壊伝播速度は3000m/sであり，小断層に対する平面波の入射角を例えば45度と仮定すると，小断層での破壊伝播効果は図１のようになる。有効周波数は0～5Hzであるから，理想的にはL=W=100mであるが，計算時間の効率を考慮し，本検討ではL=W=250mの小断層を設定した。
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図１　小断層での破壊伝播効果
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